
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
１．30 年 8 月から 70 歳以上の方の高額療養費の自己負担限度額が 

   引き上げられました 
 

 

 

 

 

【平成 30 年 7 月診療分まで】            【平成 30 年８月診療分から】 

 

 

現役並みⅠ、現役並みⅡの方が 

窓口負担を自己負担限度額までに抑えたいとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外　来
（個人ごと）

世帯単位
（外来＋入院）

外　来
（個人ごと）

世帯単位
（外来＋入院）

現役並みⅢ
標準報酬月額
83万円以上

必要なし

現役並みⅡ
標準報酬月額
53万～79万円

申請が必要となります

現役並みⅠ
標準報酬月額
28万～50万円

申請が必要となります

14,000円（年間上
限144,000円）

57,600円
〈44,400円〉

18,000円（年間上

限144,000円）

57,600円
〈44,400円〉

必要なし

低所得者Ⅱ 24,600円 低所得者Ⅱ 24,600円

低所得者Ⅰ 15,000円 低所得者Ⅰ 15,000円
8,000円

57,600円

80,100円＋（医
療費-267,000

円）×1％
〈44,400円〉

区　分

 〈　〉内の金額は、多数該当（直近の12ヵ月間に、すでに３回以上高額療養費の支給を受けている場合）

限度額適用認定証発行
（平成30年8月診療分～）

据え置き
（従来どおり）8,000円

一　般
標準報酬月額
26万円以下

住民税
非課税

現役
並み

252,600円
＋（医療費-842,000円）×1％

〈140,100円〉

167,400円
＋（医療費-558,000円）×1％

〈93,000円〉

80,100円
＋（医療費-267,000円）×1％

〈44,400円〉

区　分

住民税
非課税

現役並み所得者
標準報酬月額
28万円以上

一　般
標準報酬月額
26万円以下

給付課 

 １カ月あたりの医療費の自己負担限度額が、70 歳以上の方は 70 歳未満の方より低く設定されていました

が、負担能力に応じた負担を求める観点から、平成 30 年８月診療分より下記の表のように変更になりました。 

 

健康保険証 

 

高齢受給者証 

 

 70 歳以上の方は、高齢受給者証を提示することで、窓口負

担がご自分の自己負担額までの支払いになりますが、「現役並

みⅠ」と「現役並みⅡ」の方が窓口負担を自己負担限度額まで

に抑えたいときには『限度額適用認定証』の提示が必要になりま

すので、ご希望の方は健康保険組合にご申請ください。 

※申請書は当健康保険組合のホームページからダウンロードすることができます。郵送でもお送りしておりますの

で給付課までご連絡ください（03-3291-4531）。 

事務講習会 資料４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
３．30 年４月から靴型装具（治療用装具）の療養費支給申請時に写真の添付が 

必要になりました 
 

４．「負傷原因のお問い合わせ」にご協力をお願いします 
 

２．30 年４月から入院時の食事負担額が引き上げられました 

【平成 30 年 3 月まで】        【平成 30 年４月から】 

 （１食） 
          

①「療養費支給申請書」 

②「医師の証明書」（原本） 

③「領収書」（原本） 

 

④ 「靴型装具」の写真 

 健康保険に該当する

治療費であることを確認

するために、けがをされた

組合員に、負傷原因をお

たずねしております。 

３６０円 ４６０円 

【治療用装具の療養費支給申請時の書類】 【靴型装具の申請】 

発生状況は 

「いつ」・ 

「どこで」・ 

「何をしているとき」等の 

詳しい内容が必要です。 

いつ 

どこで 

何をしているときに 
どうなったのか 

【回答例】 

緑色の封筒に入れて

お送りしております。 

（本人宛に個封） 

※所得の低い方や難病患者等

については減額されます。 


